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「介護について　その 3」Part.57

あれだけ寒かった冬が何処へやら。すっかり春めいて日によっては初夏の陽気ですね。

４月から様々な物が値上がりをしているので、家計の負担は上がる一方ですが、気持ちだけは明

るく前向きにいたいものです。

介護のお話（介護保険について）３回目となりますが、将来必ずわが身に起こることではあるも

のの、案外ご存じない方や何となく知ってはいたが詳しく知る機会がなかったという方が案外多

かったように思います。

今回は要介護認定をされてからのお話をしたいと思います。

あれだけ寒かった冬が何処へやら。すっかり春めいて日によっては初夏の陽気ですね。

４月から様々な物が値上がりをしているので、家計の負担は上がる一方ですが、気持ちだけは明

るく前向きにいたいものです。

介護のお話（介護保険について）３回目となりますが、将来必ずわが身に起こることではあるも

のの、案外ご存じない方や何となく知ってはいたが詳しく知る機会がなかったという方が案外多

かったように思います。

今回は要介護認定をされてからのお話をしたいと思います。

介護（介護予防）サービスを利用する場合は、介護（介護予防）サービス計画書（ケアプラン）の作成

が必要となります。「要支援 1」「要支援 2」の介護予防サービス計画書は地域包括支援センターに相談し、

「要介護１」以上の介護サービス計画書は介護支援専門員（ケアマネジャー）のいる、県知事の指定を

受けた居宅介護支援事業者（ケアプラン作成事業者）へ依頼します。 

依頼を受けた介護支援専門員は、どのサービスをどう利用するか、本人や家族の希望、心身の状態を充

分考慮して、介護サービス計画書を作成します。

 

【介護保険の活用】
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（ケアプランはだれが作るの）
①ご本人またはご家族

　ケアマネジャーが担う一連の業務を自分で行う「セルフケアプラン」と呼ばれるものです。

②居宅介護支援事業者所属のケアマネージャー

③介護保険施設所属のケアマネージャー

④利用者の地域を管轄する地域包括支援センター

（サービスの利用）
いよいよケアプランに基づいてのサービスの利用開始ですが、介護保険制度のもとでは、利用者が事業

者を選択し契約することとなっています。

ケアマネージャーが提案してくれるサービス提供事業者の中から、なるべく要望に合った事業者を選び

ましょう。

（介護サービスの利用料））
介護保険サービスを利用した場合の利用者負担は、介護サービスにかかった費用の１割（一定以上所得

者の場合は２割又は３割）です。仮に 1 万円分のサービスを利用した場合に支払う費用は、１千円（２

割の場合は２千円）ということです。 

介護保険施設利用の場合は、費用の１割（一定以上所得者の場合は２割又は３割）負担のほかに、居住費、

食費、日常生活費の負担も必要になります。 

ただし、所得の低い方や、１か月の利用料が高額になった方については、別に負担の軽減措置が設けら

れています。 

（支給限度額）
在宅サービスでは、要介護状態区分ごとに
限度額（区分支給限度額）が定められています。
（次ページ表参照）
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要支援 1または 2と認定された場合は、地域包括支援センターの担当者がケアプランを作成します。
地域包括支援センターは、介護や医療、保健、福祉における地域の相談窓口です。
各市町村に設置され、保健師や社会福祉士、主任ケアマネジャーなどが常駐しています。

手続きや書類が煩雑なのでほとんどの方が②～④となるでしょう。



【介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の１ヶ月の自己負担の目安】
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いかがでしたか？今回は介護保険の基礎についてお話させていただきました。
次回も介護保険について引き続きお話させていただこうと思っておりますので、是非お読みくだ
さい。

いつもの合言葉、公的保障も理解をして「保険は無理なく無駄なくが１番です」

施設サービス費の１割 約２５，０００円 
居住費 約２５，２００円（840 円/日） 
食費 約４２，０００円（1,380 円/日） 
日常生活費 約１０,０００円（施設により設定されます。） 
合計 約１０２,２００円 

 

施設サービス費の１割 約２７,５００円 
居住費 約６０,０００円（１,９７０円／日） 
食費 約４２,０００円（１,３８０円／日） 
日常生活費 約１０,０００円（施設により設定されます。） 
合計 約１３９,５００円 

 

○要介護５の人がユニット型個室を利用した場合

○要介護５の人が多床室を利用した場合


